
１．コロナによる経済活動停止が日本経済に与える影響

（１）平成不況の総括とコロナ不況

（２）バブル崩壊で40兆円、リーマンショックで32兆円のGDP減少
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平成時代30年を振り返ると日本経済はバブル崩壊とリーマンショックに襲われたが、今回のGDP縮小はそれらを遥かに上回ると予想されている

コロナの苦難を副門に変える

西暦 名目GDP 実質GDP摘要 国民所得比較 フェイズ

➀バブル経済の崩壊以降、日本が問われているのは「日本の産業構造の変革」であるにもかかわらず、

30年以上も中小零細企業の経営が変わっていないことが日本の産業構造問題の根幹である。

➁平成の30年間に進んだのは、国内市場における大企業シェアの拡大と中小零細企業の窮乏化である。

③コロナ対策の最も大きな影響はデフレマインドを大きく醸成させることである。アベノミクスのインフレ政策は全く効果がなくなる。

30年かけても中小企業の構造改革は進んでいない状態でのコロナ不況はかつてない規模となることは明らか
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２．日本の構造問題とコロナ不況

（１）日本の⾧期的経済不振の最大の原因は内需不振である。

（２）日本の産業構造の問題は、

→

→

→

（３）コロナ不況は構造問題を抱える日本の中小企業を直撃する

➀顧客創造のためのマーケティング発想がない

➁後継者がいない、リーダーになりたくない、起業家精神がない

結局、ジャパンアズナンバーワンというのは、あくまで「Analog上のものつくり」が相対的に優れていた

だけであり、デジタル化の時代を迎えると、日本のこだわったモノ作りはガラパゴス化していった。

世界をリードする産業がなくなったことが、日本の⾧期的低迷の直接的な原因であるが、その背景には

➀日本の経営者がバブル時代に本業を疎かにし、財テクに走り、本当の生産性と向き合ってこなかった。

➁規模と効率を重視した工業化社会での成功体験が、付加価値重視の情報化社会への対応を遅らせた

世界経済をリードしているのは米国企業

ほぼ変化なし

米国に対抗しうるのは中国企業

世界をリードする企業が育っている

ルイビトンGのみ

1社のみ

韓国 0社 1社 サムスンのみ

台湾 0社 1社 TSMCのみ

スイス 0社 3社

フランス 0社 1社

ベルギー 0社 1社

米国 15社 30社

英国 3社 2社

中国 0社 10社

世界の時価総額ランキング上位50社

1989年 2019年

日本 32社 1社

評価

トヨタのみ、金融・電機は全滅

116% 104%比率

 28年間で16％しか上昇していないGDPは問題で

あるが、給与が4％しか上昇していないのはもっと

問題である。

 給与増えない→消費増えない→GDP増えない

➀大企業が世界をリードできなくなった 中小企業の分野に進出

➁中小企業が地域をリードできなくなった 景気頼み、インバウンド頼み、補助金頼み

③経営者が汗をかかない、起業家精神の喪失 本業よりも財テク、赤字国債で減税、麻薬麻痺

GDP 平均給与

1990 4,606 425

西暦

2018 5,346 441

③終身雇用、年功序列、企業別組合という日本的経営が、時代の変化に対応できないにもかかわらず変わっていない

という問題がある。

その結果としてバブル崩壊以降の「失われた20年」があり、リーマンショックがその追い打ちをかけた。



３．日本の中小企業問題

（１）数の減少と高齢化

（２）売上高の減少

➀中小企業者数

の減少

中小企業者数は

⾧期的に減少し

ている。特に最

近はその減少に

拍車がかかって

いる。

その原因として

は少子高齢化の

進展と大規模店

等の進出
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 新型コロナによる経済停止の影響は、中小企業により大きく影響する可能性が高い。



４．中小企業の未来を創る

（１）景気が悪いからこそ変わるチャンス

（問） あなたの会社は新型コロナがなかったら儲かっていましたか？

（問） 今のスタイルで持続可能ですか？

（問） あなたの会社の商品は何ですか？

（２）キャッシュが最初

（問） 半年間売り上げがなかったらどうなりますか？

（問） 今ある借入はいつまでに完済できますか？

（問） 自己資本比率60％の計画はもっといますか？

（３）顧客の創造

（問） あなたの会社が果たすべき貢献とは何ですか？

（問） あなたの会社に明確な特徴はありますか？

（問） あなたの会社は大きな変化の時代に生き残れますか？

「最高の事業であっても効率が悪ければつぶれる。しかし間違った事業であっては、

いかに効率が良くても生き残ることはできない。…成果の上がる事業であることが

繁栄の前提である。高率はそのあとの条件である。」(ドラッカー、マネジメント)

（４）変化を機会として利用せよ

➀ 変化をマネジメントする最善の方法は、自ら変化を作りだすことである

➁ 未来は明日つくるものではない。今日つくるものである。主として、今日の仕事に関係

の下に行う意思決定と、行動によって、今日つくらなければならない」

③ 成功への道は、自らの手で未来をつくることによってのみ開ける。

（５）コロナ補助金を利用して未来を創る

➀コロナ借入3000万円

➁コロナ補助金200万円

③雇用調整助成金 休業手当の9割 ただし上限8,330円/一人一日


